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JA木曽広報誌

特集❶ おかげさまで 400号を迎えました!!
　　　～広報誌「ＪＡきそ」創刊 400号記念～
特集❷ 梅雨時も危険です！熱中症にご用心特集❷ 梅雨時も危険です！熱中症にご用心
■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）エダマメ栽培のポイント
■手軽に健康　手指体操…首・肩・背中の柔軟性アップ　ステップ２
■ＪＡ虹のホールきそ…盆提灯・新盆ギフト展示ご案内

6

2022年版応募写真入賞作品「花飾る早苗田」（上松町吉野）撮影者：植原洋子さん（上松町）2022年版応募写真入賞作品「花飾る早苗田」（上松町吉野）撮影者：植原洋子さん（上松町）

June



小菊栽培講習会、追肥・土寄せ・防除など学ぶ インゲン出荷拡大へ、講習会開催
　ＪＡでは、生産需要の高い野菜品目としてサ
ヤインゲンの出荷拡大に取り組んでいます。５
月17日、当ＪＡ旧本所で栽培講習会を開催し、
生産者11人が出席しました。高付加価値のあ
る野菜や花の種子を提供している雪印種苗㈱永
廣佑介氏と木曽農業農村支援センターの古田岳
技師を招き、インゲン栽培のポイントや効率的
な収穫方法などについて学びました。
　木曽のインゲンは品質も良く、市場からも高
い評価をいただいています。ＪＡ農事園芸課で
は、特に市場からの出荷依頼や販売単価も高い
８月下旬から９月下旬までの栽培をめざした計
画を生産者に呼びかけました。

　５月19日　今年３月から大桑村の生産者の
圃場で始めている小菊栽培講習会も４回目とな
り、講師の北沢高則氏（ＪＡ全農長野）の指導
の下、17人の生産者が参加しました。今回は
追肥、土寄せ、防除、ネット張りについて説明
を受けました。追肥の種類や追肥後の土寄せの
仕方のポイントについて実演し、参加者も質問
しながら指導を受けました。防除については、
除草剤や病害虫予防の消毒で使用する農薬の注
意点について詳しく学びました。
　講習会終了後、同村内で栽培している３人の
小菊生産者の圃場の視察を行い、それぞれの小
菊の生育状況を見て、講師から指導と助言を受
けました。

圃場の排水改善へ、カットブレーカー実演会
　４月25日　ＪＡはＪＡ全農長野と共催で圃場
の排水対策講習会で、全層心土破砕機「カット
ブレーカー」の実演を開田高原のハクサイ生産
者・志水敏春さんの圃場で行いました。生産者
やＪＡ、行政関係者ら約30人が参加しました。
この機械はトラクターに取り付けて土を切断、
持ち上げ、破砕、落下させることで排水性の向
上を促します。近年、異常気象による豪雨など
の影響で、排水が滞る圃場が多発し、病害虫な
どで農作物の生育に影響が出ています。参加し
たＪＡ営農技術員は「排水対策を行うことで圃
場の排水改善が図られ、農作物の安定生産につ
なげる効果が期待できる」と話していました。

　ＪＡ南部育苗センター（南木曽町）は４月
24日より令和４年度産米作付け用の水稲種子
の播種作業を始め、コシヒカリやあきたこまち
などの水稲苗約11,000枚が南木曽地域中心に
注文した農家に配布されました。播種や育苗、
そして農家への苗配達作業は当ＪＡ子会社であ
る㈱ＪＡファームきそが請け負っています。Ｊ
Ａ木曽では同育苗センター以外に福島や日義、
上松、大桑地区の営農組合や民間施設等への委
託を含め、今年は約31,000枚の水稲苗の注文
を受け付けました。

カットブレーカーの実演

※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

南部育苗センターでの播種作業南部育苗センターでの播種作業

土寄せの実演を見学する参加者土寄せの実演を見学する参加者 種苗会社担当者の説明を聞く生産者種苗会社担当者の説明を聞く生産者

演演演演

ＪＡ南部育苗センター
コシヒカリなど水稲苗約１万枚配布





特集①

広
報
誌
『
Ｊ
Ａ
き
そ
』
創
刊
４
０
０
号
記
念

お
か
げ
さ
ま
で
４
０
０
４
０
０
号号
を
迎
え
ま
し
た
!!

〜
広
報
誌
の
誌
面
で
振
り
返
る
Ｊ
Ａ
木
曽
の
あ
ゆ
み
〜

広
報
誌
の
変
遷
と
主
な
出
来
事

　

Ｊ
Ａ
木
曽
の
広
報
誌
は
昭
和
49
年
８
月
に
『
き
そ
の
う

き
ょ
う
』
と
し
て
創
刊
し
、
本
号
を
も
ち
ま
し
て
４
０
０
号
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、

取
材
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
４
０
０
号
を
記
念
し
て
、
過
去
の
広
報

誌
と
共
に
Ｊ
Ａ
木
曽
の
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

81号　毎年恒例の集団健康スク81号　毎年恒例の集団健康スク
リーニング、１000人以上が受診リーニング、１000人以上が受診

161号　木曽の行政区域161号　木曽の行政区域
であった山口村の田植えであった山口村の田植え

長野県西部地震災害特集長野県西部地震災害特集
号を発行（昭60.1.25）号を発行（昭60.1.25）

153号　表紙を153号　表紙を
カラー化しましたカラー化しました

７号　当時、青木河原で７号　当時、青木河原で
開催していた牛市開催していた牛市

合併20周年を記念して公募採用合併20周年を記念して公募採用
したＪＡ木曽のシンボルマークしたＪＡ木曽のシンボルマーク

創刊１号創刊１号
（昭49.8.10）（昭49.8.10）

100号　農協共済杯第１回100号　農協共済杯第１回
少年サッカー大会（H2.4）少年サッカー大会（H2.4）

合併後の木曽農協の看板を合併後の木曽農協の看板を
掲げる役職員ら掲げる役職員ら

お米フェスティバル開催お米フェスティバル開催

Ａ・コープ木曽店の食材を積んでＡ・コープ木曽店の食材を積んで
山間地域を回る移動購買車山間地域を回る移動購買車

ＪＡ祭で開催されていた「いのぶたレース」ＪＡ祭で開催されていた「いのぶたレース」
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女性部のパソコン教室女性部のパソコン教室
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嶽
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こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る『
Ｊ
Ａ
き
そ
』へ

　

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す
く
、
読
み
た
く
な
る
広
報
誌
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
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す
。
よ
り
よ
い
紙
面
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く
り

の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

351号から一般応募による写真を表紙に採用しました351号から一般応募による写真を表紙に採用しました 314号 開田で栽培のニンジン314号 開田で栽培のニンジン

189号189号
親子ふれあい体験農業親子ふれあい体験農業
（合併30周年記念事業）（合併30周年記念事業）

221号221号
『「表紙のひと」シリーズ』『「表紙のひと」シリーズ』
趣味・特技を紹介趣味・特技を紹介

193号　さわやか教室の193号　さわやか教室の
絵手紙講師・佐藤重夫さ絵手紙講師・佐藤重夫さ
んの作品を表紙にしましたんの作品を表紙にしました

269号　漢字の木曽は269号　漢字の木曽は
ひらがな表記となり、ひらがな表記となり、

イメージチェンジしましたイメージチェンジしました

275号　組織全体集会で275号　組織全体集会で
女性部活動の女性部活動の
手話ダンスを発表手話ダンスを発表

320号 才児牧場の放牧320号 才児牧場の放牧

御嶽山噴火による降灰でハクサイを御嶽山噴火による降灰でハクサイを
洗浄する職員と女性部員洗浄する職員と女性部員

節分豆まき（Ａ・コープきそ店）節分豆まき（Ａ・コープきそ店）出羽海部屋の木曽合宿で御嶽海関に出羽海部屋の木曽合宿で御嶽海関に
木曽の農畜産物を贈って応援（R１.6）木曽の農畜産物を贈って応援（R１.6）

木曽農業協同組合

才児牧場（上松町才児牧場（上松町

木曽農業協同組合木木曽農農業業協同組同組合組合
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No.320
2015

JA木曽広報誌

9
September

強くたくましく育て！
新しい日本の「農」をつくる

6Ｐ
特集

木曽農業協同組合

雪の下から掘り出したにんじん
（開田高原）

木曽農業協同組合木木曽農農業業協同組同組合組合

M o n t h l y  M a gM o n t h l y  M a g a z i n e  J A  K I S OK I S

No.314
2015

JA木曽広報誌

農協改革の影響6Ｐ
特集

3
March

木曽農業協同組合木曽農業協同組合木木曽農農農業業協同組同組合組合

M o n t h l y  M a g a z i n e  J A  K I S O

No.351
2018

JA木曽広報誌

「豊作祈願」（木曽町大原）　撮影者：木曽町福島　小松  功 様「豊作祈願」（木曽町大原）　撮影者：木曽町福島　小松  功 様

特集 ❶２０１７年自己改革の取り組み状況
　　 ❷平成３０年度職員人事異動❷平成３０年度職員人事異動
■女性部だより…「三岳でお茶のみサロン」「女性部親睦旅行」・各支部の活動より
■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）野菜の種について
■健康百科…うつ病への対応
■お知らせ…農業入門講座参加者募集

4
April

木曽農業協同組合木曽農業協同組合木木曽農農農業業協同組同組合組合

M o n t h l y  M a g a z i n e J A  K I S O

No.378
2020

JA木曽広報誌

特集 ＝農業とくらし、地域とともに歩み続けるために＝

　　 ＪＡ木曽 事業拠点再構築計画　　 ＪＡ木曽 事業拠点再構築計画
■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）カブの栽培方法と管理について
■手軽に健康　手指体操…手のひらストレッチでリフレッシュ！
■ 2021年版ＪＡ木曽カレンダー＆広報誌表紙等写真募集

8
August

2020年応募入賞作品「星の降る夜」（木祖村やぶはら高原）撮影者：坪井祐様（木祖村2020年応募入賞作品「星の降る夜」（木祖村やぶはら高原）撮影者：坪井祐様（木祖村

男性料理教室男性料理教室 合併30周年記念式典合併30周年記念式典第１回女性部杯バレーボール大会第１回女性部杯バレーボール大会若いお母さん対象の「フレッシュ教室」若いお母さん対象の「フレッシュ教室」
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」、
Ｊ
Ａ
あ

い
ち
知
多
「
げ
ん
き
の
郷
」
と
友
好
提
携



特集②

梅
雨
時

梅
雨
時
も
危
険
で
す
！

熱
中
症

熱
中
症
に
ご
用
心

熱
中
症
は
ジ
メ
ジ
メ
と
湿
気
の
多
い
梅
雨
時
か
ら
そ
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

熱
中
症
は
ジ
メ
ジ
メ
と
湿
気
の
多
い
梅
雨
時
か
ら
そ
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
熱
中
症
の
症
状
・
対
策
や
農
家
の
被
害
状
況
、

そ
ん
な
熱
中
症
の
症
状
・
対
策
や
農
家
の
被
害
状
況
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
、

東
京
農
業
大
学
の
樫
村
修
生
教
授
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
農
業
大
学
の
樫
村
修
生
教
授
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者

数
は
、
２
０
１
０
〜
２
０
１
９
年
に

２
５
１
人
を
数
え
ま
す
。
年
度
に
よ
っ

て
変
動
は
あ
る
も
の
の
全
体
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
り
、
70
歳
以
上
が
80
％
以

上
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

熱
中
症
に
は

ど
ん
な
症
状
が
あ
り
ま
す
か
。

　

熱
中
症
の
症
状
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

●
軽　

度
（
Ⅰ
度
）

…
目
ま
い
・
失
神
、
筋
肉
痛
・
筋
肉
の

硬
直
、
大
量
の
発
汗

●
中
等
度
（
Ⅱ
度
）

…
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
（
お
う
と
）、

倦
怠
（
け
ん
た
い
）
感
、
虚
脱
感

●
重　

度
（
Ⅲ
度
）

…
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
手
足
の
運

動
障
害
、
高
体
温

軽
度
で
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
休
憩
を
取

れ
ば
回
復
し
ま
す
が
、
呼
び
か
け
へ
の
反
応

が
お
か
し
い
な
ど
、
重
度
だ
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
即
座
に
救
急
搬
送
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
人
で
農
作
業
を

行
う
場
合
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ハ
ウ
ス
栽
培
は
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
年
、
熱
中
症
が
増
え
る
の
は
梅
雨
時

の
６
月
ご
ろ
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は

４
月
下
旬
で
も
熱
中
症
の
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
特
に
空
調
設
備
の
な
い
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
場
合
、
外
気
温
が
28
〜
30
度

で
も
、
ハ
ウ
ス
内
は
35
度
程
度
の
高
温
に

な
る
た
め
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
非
常
に

高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
何
で

す
か
。

　

熱
中
症
の
発
生
に
は
、
気
温
だ
け

で
な
く
、
湿
度
、
輻
射
（
ふ
く
し
ゃ
）

熱
、
気
流
な
ど
も
影
響
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
し
た

「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）」
が
熱
中
症

リ
ス
ク
の
目
安
と
し
て
有
効
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
「
暑
さ
指
数
」
の
考

え
方
を
ベ
ー
ス
に
、
昨
年
度
に
環
境
省

と
気
象
庁
が
運
用
を
開
始
し
た
の
が

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
で
す
。
こ

の
数
値
が
33
以
上
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
た
ら
、
前
日
17
時
と
当
日
５
時
に

ア
ラ
ー
ト
（
警
報
）
が
発
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
作
業
時
に
有
効
な
熱
中
症
対
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

暑
さ
指
数
を
把
握
し
、
そ
の
指
示
内

容
に
従
っ
て
作
業
を
中
止
し
た
り
、
休

憩
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ

ウ
ス
栽
培
の
場
合
は
、
市
販
の
「
暑
さ

指
数
計
」
を
ハ
ウ
ス
内
に
設
置
す
る
な

ど
、
数
値
を
確
認
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
、
水
ま
き
を
す
れ

ば
湿
度
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
屋
外
以

上
の
高
温
多
湿
の
環
境
に
な
り
、
熱
中

症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
あ
る
か
ら

で
す
。

衣
服
の
工
夫
も
重
要
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
や
重
機
な
ど
の
使
用
時
は
、
安
全
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死
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20
歳

未
満
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代

30
代
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代
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代
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代
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代
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代

125

33

57

22
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１１ 2１

10年間で251人発生

全体のうち70代以上が
80％以上を占める

東京農業大学東京農業大学
国際食料情報学部教授国際食料情報学部教授

同大学院同大学院
農学研究科環境共生学専攻指導教授農学研究科環境共生学専攻指導教授

樫村修生
（かしむら おさむ）

農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）



の
た
め
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
を

身
に
着
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
で
は
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
服
に
付
い
た
フ
ァ

ン
か
ら
外
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
空
調
服
」
や
、

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
熱
中
症
対

策
用
品
が
い
ろ
い
ろ
販
売
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

効
果
的
な
休
憩
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

夏
場
の
農
作
業
で
は
、
露
地
栽
培

は
30
分
に
１
回
、
ハ
ウ
ス
栽
培
は
20

分
に
１
回
、
５
〜
10
分
程
度
休
憩
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
族
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る

場
合
は
、
若
い
人
が
高
齢
の
方
の
体
調
を

見
な
が
ら
休
憩
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
分
補
給
で
の留意

点
は
あ
り
ま
す
か
。

人
間
は
、
胃
や
腸
か
ら
一
度
に
多
く
の

水
分
を
吸
収
で
き
な
い
の
で
、
水
分
補
給

は
小
ま
め
に
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま

た
、
夏
場
の
作
業
時
に
は
、
お
茶
よ
り
も

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
適
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に
含
ま
れ
る
糖
質
が

腸
の
水
分
吸
収
を
促
し
、
発
汗
に
よ
っ
て

失
わ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
も
補
え
る
た
め
脱

水
予
防
や
疲
労
回
復
に
役
立
つ
か
ら
で
す
。

飲
酒
や
食
事
な
ど
に
関
す
る

注
意
事
項
は
あ
り
ま
す
か
。

　

お
酒
を
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
利
尿

作
用
に
よ
っ
て
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す

く
な
る
の
で
、
作
業
日
前
夜
の
深
酒
は
避

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
最
低
で
も

７
時
間
は
睡
眠
時
間
を
確
保
し
、
朝
食
を

し
っ
か
り
食
べ
て
か
ら
作
業
を
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
熱
中
症
対
策
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
高
齢
者
は
暑
さ
や
喉
の
乾

き
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
体
調
を
気

遣
っ
た
り
、
予
防
対
策
を
促
し
た
り
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
熱
中
症
対
策
を
心
が

け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暑さ指数に適した農作業の例暑さ指数に適した農作業の例

3333 安静安静
※暑さに慣れていない人は32

2828 中程度の作業中程度の作業
● トラクターや重機の操作、草むしり、果物
や野菜の収穫
●軽量な荷車や手押し車を押したり引いたりする
※暑さに慣れていない人は26

2525 激しい作業激しい作業
●シャベルを使う、草刈り、掘る、のこぎりをひく
● 重い荷物の荷車や手押し車を押したり引い
たりする
※暑さに慣れていない人は22

2323 極めて激しい作業極めて激しい作業
● 激しくシャベルを使ったり掘ったりする、
おのを振るう、階段を上る、走る

※暑さに慣れていない人は18

3333

3232

3131

3030

2929

2828

2727

2626

2525

2424

2323

2222

21

熱中症警戒アラート（暑さ指数）

出典： 農林水産省HP 
［  日本工業規格　Z8504（人間工学―WBGT〈湿球黒
球温度〉指数に基づく作業者の熱ストレスの評価―暑
熱環境）附属書 A「WBGT 熱ストレス指数の基準値表」
を基に作成 ］

3030 軽作業軽作業
●楽な座位、立位、軽い手作業（書く、簿記など）
● 手および腕の作業（点検、組み立てや軽い
材料の仕分け）

● 腕と足の作業（普通の状態での乗り物の運
転、足のスイッチやペダルの操作）

※暑さに慣れていない人は29

警戒
アラート
発出

熱中症対策用品熱中症対策用品LL IINNEE にに
「環境省」の友だち追加で「環境省」の友だち追加で
熱中症警戒アラートが熱中症警戒アラートが

届きます！届きます！

イ
ラ
ス
ト
：
服
部
新
一
郎

詳細は以下のQRコードを
読み取ってご確認ください。

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
計

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
に
基
づ
く

熱
中
症
警
戒
レ
ベ
ル
を
５
段
階
の
イ

ラ
ス
ト
で
表
示
。
暑
さ
指
数
が
設
定

値
（
出
荷
時
は
33
）
以
上
に
な
っ
た

と
き
は
ア
ラ
ー
ム
音
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

服
に
付
い
た
フ
ァ
ン
か
ら
外
気
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、汗
を
気
化
さ
せ
、

涼
し
さ
を
体
感
で
き
る
作
業
服
。
服

の
中
を
通
っ
た
暖
か
い
空
気
は
、
襟

元
と
袖
口
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。

空
調
服

例： TANITA 
黒球式熱中アラーム 
TC-210
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エダマメ栽培のポイント

参考資料・図： ＪＡ新聞連「ＪＡ広報通信・あなたもチャレンジ！家庭菜園」・日本農業検定テキスト（日本農業検定事務局）

　エダマメには、手軽な冷凍ものなども出回っていますが、収穫したての新鮮なものはまた違ったおいしさ
があります。作ったことのない方もこの機会に挑戦してみてはいかがでしょうか。
１．畑の準備
　① 種まきの２週間以上前に10㎡あたり苦土石灰を１～２㎏、堆肥を一袋（20㎏程

度）入れて耕しておきます（図１）。
　② 種まきの１週間前までに元肥をまきます。成分量で10㎡あたり窒素50gが目安

です。BB大豆用642で１㎏、BB089なら500ｇが使用量となります。
　③ 畝幅は70～80㎝、黒マルチを張ると良いでしょう。ムシコンマルチであれば初
期のアブラムシ避けになります。

　※ 窒素分が多すぎると過繁茂の状態になり花が付かなくなりますので元肥は少な目
に入れます。

２．品種の選定
　 　種子はメーカーがエダマメ用の種子として販売していますのでそれを購入して使
用しましょう。
　 　基本的にエダマメ用として市販されているものは早生品種か中生品種のもので、
極早生品種であれば70日程度で収穫できるものもあります。
３．種まきと間引き
　①株間20～30㎝で２、３粒ずつまき、１～２㎝程度覆土します（図２）。
　②本葉が開いた頃に１～２本に間引きします（図３）。
　　間引く際に引き抜くと残す方の根も傷めるのでハサミで取り除きます。
　※ エダマメの収穫適期は３日程度なのであまり一度に種をまくと収穫時に持て余
してしまうことになるので気を付けましょう。多くまきたい場合はまく時期を
ずらして２～３回に分けるか、品種を変えます。

　※ 種まき前に種子を水に浸けたり、種まき直後の灌水は発芽不良の原因になりま
すので行わない。

４．追肥・土寄せ（図４）
　①追肥は花が落ちた後ぐらいに行います。
　　 窒素成分で20～30ｇ、NK204で100ｇ程度が使用の目安です。
　② 土寄せは風に耐えられるようにしたり、除草などを目的に行います。
　　マルチを敷かない場合は本葉３葉と６葉の時期に土寄せを行います。
５．摘芯（図５）
　 　早生品種などはあまり草丈が伸びませんが、中生品種や晩生品種は
かなり草丈が伸びて倒れやすくなったりします。
　 　６葉の時期に主枝の頭を摘むと草丈を抑えることができ、また側枝
が伸びてきて花も多くつくので１本あたりの収穫量が多くなります。
６．防除
　　生育初期はアブラムシ、開花後から着莢後はカメムシが問題となります。
　　マラソン乳剤などの登録農薬で防除します。

本葉が５～６枚の頃、摘芯
して、わき芽の伸びを促す

７．開花
　　おおよそ開花から35日程度で収穫可能となります。
　 　花が多くつき、落花や落莢は多い作物ですのでそこまで気にしなくて良いです
が、あまり多い場合は過乾燥や肥料不足が疑われますので対処が必要です。
８．収穫
　　収穫は莢が膨らんで来て指で強くおすと実が飛び出すぐらいになったら行います。
　　判断が付かないときは試しに数個莢をもいで食べてみても良いでしょう。

図５　摘芯

図３　間引き

70～80㎝

図１　畑の準備図１　畑の準備

図２　種まき

条間45㎝

黒マルチ

株間
30㎝

間引き

１回目の土寄せ
本葉が３～４枚の
頃、子葉の下まで

２～３回目の
土寄せ

本葉が６～８枚の
頃、初生葉が隠れ
るまで

図４　土寄せ

初生葉

初生葉

子葉





古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集

※一人はがき１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

筍
飯
無
口
の
夫
を
喋
ら
せ
て

花
咲
く
に
三
十
余
年
の
校
舎
閉
ず

風
光
る
散
歩
の
犬
の
歩
も
軽
く

咲
き
ほ
こ
る
強
き
香
の
沈
丁
花

春
風
に
帽
子
飛
ば
さ
れ
追
走
す

鈍
行
で
ゆ
く
惜
春
の
一
人
旅

耕
の
間
合
は
鍬
に
も
た
れ
つ
ゝ

ほ
ろ
ほ
ろ
と
花
芽
二
つ
の
君
子
蘭

鯉
の
ぼ
り
桃
介
橋
の
空
に
舞
ふ

晩
酌
の
今
宵
の
肴
初
鰹

も
の
の
芽
や
大
地
の
鼓
動
聞
へ
く
る

早
々
に
散
り
し
櫻
や
孫
帰
る

公
園
の
ベ
ン
チ
ず
ら
り
と
花
疲

入
学
子
前
歯
の
抜
け
た
笑
顔
か
な

頬
染
め
て
花
芽
つ
い
ば
む
鷽う
そ

六
羽

耳
す
ま
し
鶯
の
声
探
し
聞
く

満
開
の
櫻
見
ぬ
間
に
花
吹
雪

源
流
の
瀬
音
に
育
つ
櫻
か
な

春
の
月
手
に
取
る
や
ふ
に
背
な
伸
ば
す

風
に
乗
り
薫
り
を
運
ぶ
沈
丁
花

三
人
の
孫
の
就
職
寅
の
春

庭
先
に
片
言
鳴
き
の
鶯
き

南
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江
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松　

吉　

村　

行　

男

上　

松　

村　

仲　
　
　

徹

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

木　

祖　

佐
々
木　

千
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木
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史
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木
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広
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石
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木
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キ
ヨ
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と
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子
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ま
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代
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好

上　

松　

武　

居　

和　

江

【
選
評
】
●
美
江
さ
ん
…
…
…
普
段
は
無
口
な
ご
主
人
も
、
新
物
の
筍
ご
飯
に
は
ニ
コ
ニ
コ
な
さ
り
、

筍
に
つ
い
て
の
お
喋
り
を
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
ゆ
ず
り
ん
さ
ん
…
い
ず
こ
も
子
供
達
の
数
が
少
な
く
な
り
、
学
校
閉
鎖
を
聞
く
昨
今
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

●
義
一
郎
さ
ん
…
…
人
と
同
じ
よ
う
に
犬
も
季
節
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
散
歩
を
楽
し

ん
で
居
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

選
者
の
一
句

  

新
緑
の
山
そ
れ
ぞ
れ
の
彩
美
し
き

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選
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城
山
に
一
人
登
れ
ば
春
の
夜
の
月
の
光
が
胸
を
射
る
な
り

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

山
里
に
桜
花
桃
咲
き
誇
る
三
密
避
け
て
窓
辺
に
て
花
見大　

桑　

金　

澤　

紀　

子

戦
争
が
あ
つ
と
い
う
間
に
現
実
に
不
戦
の
叫
び
空
し
く
ひ
び
く

大　

桑　

生　

路　
　
　

聰

何
を
持
ち
に
来
し
か
を
忘
れ
呆
然
と
山
の
端
に
沈
む
夕
陽
を
見
つ
む

大　

桑　

科　

野　

八　

重

花
占
ひ
の
花
び
ら
む
し
り
取
る
ご
と
く
友
の
訃
報
を
春
宵
に
聞
く

上　

松　

古　

田　

澄　

子

腰
痛
に
二
日
を
臥
せ
て
庭
に
出
づ
草
木
の
伸
び
て
我
を
励
ま
す

上　

松　

野　

口　

英　

作

規
制
と
け
電
車
の
中
の
旅
の
人
マ
ス
ク
し
て
て
も
目
が
笑
つ
て
る

上　

松　

原　
　
　

き
よ
子

亡
き
父
に
手
解
き
受
け
た
る
コ
チ
ャ
節
を
唄
ひ
て
偲
ぶ
湯
に
浸
り
つ
つ

三　

岳　

小　

坂　

信　

子

待
ち
ま
ち
し
村
道
つ
な
が
り
新
緑
の
五
月
の
路
は
我
が
家
へ
つ
づ
く

王　

滝　

三　

浦　

美　

春

四
月
ま
だ
種
も
蒔
か
ぬ
に
熊
警
報
獣
に
も
気
早
せ
っ
か
ち
者
い
る
か

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

無
理
で
き
ず
休
み
や
す
み
の
畑
作
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ネ
ギ
は
何
と
か
植
え
ね
ば

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

体
調
の
戻
り
て
今
朝
も
畑
仕
事
日
差
し
を
あ
び
て
種
芋
埋
む

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

佳　

作

【
選
評
】
①
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
か
、
三
年
ぶ
り
に
病
が
快
復
さ
れ
た
従い

と
こ兄

の
方
が
、
竹
の
子
を
届
け
て

く
だ
さ
っ
た
と
詠
う
。「
縁
を
つ
な
ぐ
」
に
含
蓄
が
あ
る
。

②
勃
発
し
て
、
二
ケ
月
以
上
に
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
思
い
を
馳
せ
、
身
の
回
り
の
平
和

と
対
比
し
て
嘆
く
。
素
直
で
平
明
が
よ
い
。

③
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
楽
し
気
に
「
老
い
」
を
詠
う
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

秀　

作

①

三
年
振
り
に
癒
え
し
従
兄
の
ト
ラ
ッ
ク
が
縁え
に
し

を
つ
な
ぐ
竹
の
子
積
み
来
ぬ

新　

開　

池　

井　

十
与
子

②

草
は
萌
え
春
の
花
々
咲
き
競
ふ
も
戦
下
の
地
あ
り
哀
し
み
思
ふ

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

③
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
語
源
知
ら
ね
ど
吾
の
老
い
立
つ
に
「
ど
こ
い
し
ょ
」
座
る
に
「
ど
こ
い
し
ょ
」

大　

桑　

樋　

田　

平　

好

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、６月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪８月号掲載作品を募集中です≫］



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおおお
天天天天天天
気気気気気気
カカカカカ
レレレレレ
ンンンンン
ダダダダダ
ーーー

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

首
・
肩
・
背
中
の
柔
軟
性
ア
ッ
プ  

ス
テ
ッ
プ
２

　

ス
マ
ホ
チ
ェ
ッ
ク
や
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て
、
長
時
間
同
じ

姿
勢
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
顔
が
下

を
向
い
た
姿
勢
、
あ
る
い
は
首
や
背
中

が
前
か
が
み
の
姿
勢
が
続
く
と
、
首
や

肩
が
凝
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
は
往
々
に
し
て
呼
吸
も
浅
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ひ
ど
い
と
き
は
、
頭
痛
や
手

の
し
び
れ
、
目
ま
い
や
吐
き
気
、
さ
ら

に
は
腰
に
も
負
担
が
か
か
っ
て
腰
痛
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
長
時
間
同
じ
姿
勢
を
続

け
な
い
、
悪
い
姿
勢
を
固
定
化
さ
せ
な

い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
意
識
し

て
姿
勢
を
正
し
、
適
度
な
体
操
を
行
う

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
前
回
に
続
い

て
、
首
・
肩
・
背
中
の
柔
軟
性
を
高

め
、
こ
れ
ら
の
症
状
を
軽
減
す
る
体
操

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
隙
間
時
間
に
手
軽

に
で
き
る
体
操
な
の
で
、
毎
日
何
度
も

行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

⑴左右の指を組んで手の
ひらを上に向けながら、
腕をしっかり伸ばしま
す。体は前を向いた状態
で、そのまま息を吐きな
がら、首だけを右へゆっ
くりひねります。

⑵息を吸いながら首を元
の位置に戻します。次に、
息を吐きながら左へゆっ
くりと首だけをひねりま
す。

⑶⑴と⑵のセットを５回以上、リフレッシュできたと
感じるまで行います。

両腕を上に伸ばして首ひねり

シンプルな動きだからこそ、ゆっくりと丁寧に味
わうようにして行いましょう。呼吸を意識しなが
ら、伸びたときの気持ち良さや、痛みや違和感な
ど体の変化もチェックします。

ポ
イ
ン
ト

基本の動き

気
象
予
報
士　

檜
山　

靖
洋

予
想
雨
量
何
ミ
リ
で
、
危
険
か

　

今
年
も
長
雨
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

す
。
こ
こ
近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
、

梅
雨
時
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
大
雨
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
大
雨
に
対

す
る
備
え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、
気

象
庁
か
ら
予
想
雨
量
が
発
表
さ
れ
ま

す
。「
今
日
６
時
か
ら
明
日
６
時
ま
で

の
24
時
間
に
降
る
雨
量
は
、
関
東
甲
信

で
〇
〇
〇
㎜
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
テ

レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
で
も
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
も
違
い
ま

す
。
も
と
も
と
雨
の
少
な
い
地
域
で
は

１
０
０
㎜
で
も
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま

す
し
、
雨
の
多
い
地
域
で
は
１
０
０
㎜

く
ら
い
で
は
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
は
な
い

所
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

過
去
の
雨
量
の
記
録
や
過
去
の
災
害
時

の
雨
量
と
比
べ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
こ
の
雨
量
な
ら
危
険
、
こ
れ
以
下

な
ら
安
全
と
線
引
き
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
目
安
の
一
つ
に
は
な

る
と
思
い
ま
す
。

1973年横浜市生まれ。
明治大学政治経済学部政治学科を卒業後、印刷会社に就職。
1999年に気象予報士を取得し気象会社へ転職。
2005年からNHKの気象キャスターに。
朝のニュース番組「おはよう日本」の気象情報に出演中。

檜山靖洋　ひやまやすひろ
気象予報士・防災士



　休日にゆっくり相談したいという地域の皆様の
ニーズにお応えして、休日ローン相談会を開催い
たします。住宅・マイカー・教育など、ローンの
ことなら何でもＪＡにご相談ください。
■開催日　７月３日㈰
　　　　　※ 当初予定していました６月19日㈰は

都合により中止させていただきます。
■場　所　ローンセンター
　　　　（中部支所内〈旧 木曽福島支所〉）
■時　間　10時～15時

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ
■「なんでも相談会」開催ご案内

■新盆提灯・返礼品の展示と予約開始
　本誌16ページにもありますように、７月
31日まで「盆提灯新盆ギフト」の予約を
承っております。ぜひお越しいただけますよ
うお願いいたします。　　　
　なお、家紋付の提灯をご希望の方は家紋の
間違え防止のため、スマートフォンに家紋を
撮っていただくなど、分かるようにしていた
だければ幸いです。難しい場合、虹のホール
に家紋一覧がありますのでそれを見ながらご
対応させていただきます。

月 日 場所 時 間
６／14 ㈫

ＪＡ
虹のホール
きそ

９時～17時

６／20 ㈪
６／26 ㈰
７／１ ㈮
７／７ ㈭
７／13 ㈬

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

・７月５日㈫　北部支所（旧木祖支所）
・７月15日㈮　中部支所（旧木曽福島支所）
・８月18日㈭　南部支所（旧大桑支所）
　相談時間 10時～15時30分

●５月11日㈬開催
【協議事項】
①独立監査人の監査報告について
②令和３年度監事監査報告（決算監査報告・監査
報告）について
③令和３年度決算の行政庁への報告について
④役員退任慰労金の支給について
⑤総代会表彰者の決定について
⑥准組合員に係る意思反映・運営参画促進要綱
⑦次期３カ年で取り組む活動指標・成果確認指標
について ほか

【報告事項】
・総代当選者追加報告について
・ＬＰガス従量料金の値上げについて

●５月27日㈮開催
【協議事項】
①常勤役員構成について
②代表理事（２名）の選任について
③担当理事会の構成について
④木曽地域振興㈱の役員構成について
⑤㈱ＪＡファームの役員構成について ほか

理事会だより理事事会だよりり理理事事会だよりり

ＪＡバンク　ＪＡバンク　年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせＪＡバンクＪＡバンク休日ローン相談会休日ローン相談会のお知らせのお知らせ



今年はいつもの年より雪が多くたいへんでし今年はいつもの年より雪が多くたいへんでし
た。又コロナが最近多くなりました。早く収また。又コロナが最近多くなりました。早く収ま
り、以前の様な暮しになるといいと思う。り、以前の様な暮しになるといいと思う。
 （日義：田澤さん　83才） （日義：田澤さん　83才）

心配していた馬鈴薯の種も手に入り、植え付け心配していた馬鈴薯の種も手に入り、植え付け
も終りました。家庭菜園アドバイスを参考に今も終りました。家庭菜園アドバイスを参考に今
年も楽しみながら野菜作りを続けたいと思って年も楽しみながら野菜作りを続けたいと思って
います。 （奈良井：工藤さん　91才）います。 （奈良井：工藤さん　91才）

今年の雪は多くて、いつ消えるかなと思ってい今年の雪は多くて、いつ消えるかなと思ってい
る内にあっという間に消えてなくなる。今年のる内にあっという間に消えてなくなる。今年の
夏はどんな天候になるかなあと、思う日々。多夏はどんな天候になるかなあと、思う日々。多
い雪の下で生き生き育つ、いやな草ばかり見るい雪の下で生き生き育つ、いやな草ばかり見る
たびぞっとする。 （開田：澤口さん　84才）たびぞっとする。 （開田：澤口さん　84才）

お店でにんにくを買ったんですが、国産はすお店でにんにくを買ったんですが、国産はす
ごーく高い‼でも国産が安心。もうすぐ家でごーく高い‼でも国産が安心。もうすぐ家で
作ったにんにく収穫できるのでうれしいです。作ったにんにく収穫できるのでうれしいです。
 （新開：堀川さん　66才） （新開：堀川さん　66才）

令和４年４月中にいただいたおたよりから令和４年４月中にいただいたおたよりから

山桜、こぶしが一斉に咲き、苗代の準備が始まり山桜、こぶしが一斉に咲き、苗代の準備が始まり
ました。自分で苗を育てる家が少なくなってさみました。自分で苗を育てる家が少なくなってさみ
しいですが、今年も立派な苗が育ち、無事田植えしいですが、今年も立派な苗が育ち、無事田植え
ができますように！ （上松：中村さん　61才）ができますように！ （上松：中村さん　61才）

今年は遅く迄積雪が有り、梅が咲き、桜が咲今年は遅く迄積雪が有り、梅が咲き、桜が咲
きて花桃も春らんまんの日々。そして農事もきて花桃も春らんまんの日々。そして農事も
これから作る楽しみも。これから作る楽しみも。
 （南木曽：麦島さん　98才） （南木曽：麦島さん　98才）

今回のまちがいさがしの妻籠宿ふれあい館で展今回のまちがいさがしの妻籠宿ふれあい館で展
示された雛人形展を見に行って来ました。とて示された雛人形展を見に行って来ました。とて
もほほえましくて素晴らしかったです。もほほえましくて素晴らしかったです。
 （大桑：早川さん　61才） （大桑：早川さん　61才）

おたよりコーナー

ＪＡＪＡ木曽木曽カレンダカレンダーー＆＆広報誌表紙等写真募集広報誌表紙等写真募集
■ テ  ー  マ  『木曽の風景』…木曽の自然・農業・くらし、農村の四季の風景や 

風物詩、農作業の様子。
■ 撮影地域  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2020年１月１日以降に撮影したもの。
■ 応募締切  2022年（令和４年）８月31日㈬
■ 応募資格  ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方（県郡外者は木曽出身者に限ります）。
■ 応募規格 ⑴ デジタルカメラで撮影したカラー写真に限ります。（1,000万画素以上、JPEG形式、最高

画質モード、合成・加工・修正・組写真不可、スマートフォン・携帯電話での撮影は不可）
 ⑵写真サイズは横長の写真とします。
 ⑶ 被写体の肖像権（顔の判別不可含む）や場所については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　各部門一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵ 応募作品の裏面に下記項目を表記した応募票を写真裏面に貼付してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月）
 　※ ＪＡ木曽ホームページにも応募票を掲載しておりますので印刷して使用してください。
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連

絡し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞（褒賞） カレンダー部門賞　 ４名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円＋副賞
 広報誌表紙部門賞　13名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券 5,000円＋副賞
 応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、本
所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本誌18ｐ左下参照）。

〒397-0001  木曽郡木曽町福島2800ＪＡ木曽 企画管理部 組合員課  広報係
電話  0264-22-2128  Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

2023年版

応募作品送付と
お問い合わせ先



●生瓜７～８本（約3.5㎏）に対し酒粕3.5㎏の割合で
ご利用ください。食塩はお好みでご使用ください。

●生瓜を縦二つ割りにして種を除き、一日程度塩漬け
した後、布で水を拭き取り陰乾しをします。

●酒粕にみりん又は砂糖を混ぜて、瓜と交互にキッチ
リ詰めます。

●上手に漬けるコツは、漬かる素材より粕を多めに使
用することです。

奈良漬の漬け方

1,490 注文締切日 ６月21日㈫

お届け時期 ７月中旬以降3,980

2,500円（税込）

地元南木曽町産の茶葉を使用した
お茶のペットボトルの販売です。
リラックスタイムに欠かせないのが
一杯のお茶。のどの癒し、
農作業の休憩や家族だんらんの
ひと時にどうぞ。

参考本体価格（2,315円）
500㎖×24本 １箱

南木曽町産茶葉使用

《注文・お問い合わせ》《注文・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112



よりぞう

2022JA木曽
2022年６月１日水～８月31日水

◆キャンペーン期間中、下記のご契約をいただいた方に、いずれか１個（※）をプレゼント！
●定期貯金（期間１年以上、預入額10万円以上）の新規ご契約
●定期積金（期間１年以上、契約額６万円以上）の新規ご契約
　および増額継続（同期間以上、月々1,000円以上）のご契約
●新規年金・給与振込、ＪＡカード、ＪＡネットバンク、各種ローンの新規ご契約
※他のキャンペーン商品（イベント貯金等）との重複は致しかねます。
※いずれの景品もなくなり次第、終了とさせていただきますのでご了承ください。

❶デニム風
　保冷ランチバッグ

❸和柄ガーゼ
　タオルハンカチ

屋内外の
作業に！

スポーツ＆
レジャーに！

熱中症
対策に！

屋内外の
作業に！

スポーツ＆
ジャーに！

！

❷冷え！冷え！タオル

◆募集総額： ５億円 ※募集総額に達した時点で販売終了となります。
◆対象商品：スーパー定期貯金〈単利型〉・大口定期貯金
　　　　　　※原則、証書式のみ
◆預入期間：１年間
◆預入金額：10万円～1,000万円（お一人様）
◆対  象  者：
　① ＪＡ木曽に他金融機関等から新たにお預け替えいただく方
　② 新たに当ＪＡに預けていただいた資金であることが確認できる方
　※ 当ＪＡにご契約中の貯金からの預け替えは対象外となります

年0.20％店頭表示金利に

プラス 年0.10％店頭表示金利に

プラス

上乗せいたします 上乗せいたします

令和４年３月14日～12月30日取 扱 期 間

期 間 限 定 定 期 貯 金 募 集 中 ！

©よりぞう

◆募集総額：２億円 ※募集総額に達した時点で販売終了となります。
◆対象商品：スーパー定期貯金〈単利型〉※原則、証書式のみ
◆預入期間：１年間
◆預入金額：10万円～500万円（お一人様）
◆対  象  者：
　① ＪＡ木曽へ年金受取口座を開設し、予約 
されている方

　※ すでにご契約いただいている定期貯金か 
らのお預替えは、対象外となります。

つむぎ定期貯金
2022

年金受給予約者専用定期貯金

定期貯金
Neo

新規預け替え専用定期貯金

※上記商品の詳細についてはお近くのＪＡ金融窓口へお問い合わせください。



安心・真心・ＪＡ葬祭 ☎ 23-2513ＪＡ虹のホールきそ

組合員・地域のみなさまへ



お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　アスパラガスには名前の由来である「アスパラギン
酸」が豊富。新陳代謝を活発にし、疲労回復やスタミナ
補強に効果があります。そしてパプリカはピーマンより
もビタミンＣがたっぷり含まれ、疲労回復に効果がある
といわれています。また、加熱しても壊れにくいことが
特徴です。
　暑くなる前に体を整え、夏本番を乗り切りましょう！

一口メモ

①  アスパラガスは３㎝程度に切ります（下部の固い部分
は皮をむいてください）。

 サラダ油……………大さじ１
アスパラガス…………3本程度 Ⓐ┌ 塩・こしょう…少々パプリカ………………1/2個 　|└ 酒………………小さじ２
ズッキーニ……………1/2本 　┌ しょうゆ………大さじ1～2
にんにく………………１片 Ⓑ| みりん・酒……各小さじ2
信州産豚うす切り肉…200ｇ 　└ 豆板醤…………少々

 

② パプリカはスライスします。
③ ズッキーニは食べやすい大きさに切ります。
④ にんにくはすりおろし、Ⓑと混ぜ合わせます。
⑤ 豚肉は５㎝程度に切り、Ⓐを揉み込みます。
⑥  フライパンに半量のサラダ油を熱し、①と②、③を炒め、皿に取
り出します。

⑦ フライパンに残りのサラダ油を熱し、⑤を炒めます。
⑧ 豚肉の色が変わったら⑥を戻し入れて炒めます。
⑨ 全体に火が通ったら④を加えて炒め合わせます。

みなさまのお声をお聞きするみなさまのお声をお聞きする
取り組みを充実させます取り組みを充実させます

①ハガキによる投稿
　 左記ハガキにＪＡへのご意見等をご記入いた
だき、切り取ってポストへご投函ください。
②ホームページ投稿フォームを活用した投稿
　 ＪＡ木曽ホームページの「声を聴くフォー
ム」よりご意見をご投稿ください。
　 クイズの応募も当ホームページからできます。

ＪＡ木曽
  公式ＬＩＮＥ

ご意見・ご要望の投稿方法を増やしました

　ＪＡ木曽公式ＬＩＮＥより広報誌をスマホや
タブレットでご覧いただけます。
　右記のＱＲコードを読み込ん
で、ぜひＪＡ木曽のＬＩＮＥをご
登録ください。お得な情報など配
信させていただきます。

LＩＮＥで広報誌「JAきそ」がLＩＮＥで広報誌「JAきそ」が
ご覧いただけますご覧いただけます

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○）

正組合員
（家族含む）

准組合員
（家族含む） その他

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

き り と り 線



□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2022.６月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱ 環境に優しい再生紙と

ベジタブルインキを使用しています。

　今回は大河ドラマ「鎌倉殿の13人」で話題になりました木曽町日
義の義仲館にある「木曽義仲・巴御前」の像からの問題です。左右
の写真を比べると、３ヵ所の間違いがあります。挑戦して下さい。
クイズの解答を募集します。

　右下のハガキを点線で切り取り、必要事項をご記入
の上、郵送またはＪＡ木曽本支所窓口へお持ちいただ
くか、Ａ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しく
ださい。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　６月30日㈭

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
①
・
⑥
・
⑧
』

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
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賞

品
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①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

５月号の答え

　正解者の中から抽選で10名の方に
エバラ
「浅漬けの素 レギュラー」＆
「浅漬けの素 昆布だし」（500ml）
２本セット
をプレゼント。

今月のプレゼント

に

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和６年５月
31日まで
（切手不要）

木曽福島局
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